１．被処分者の会とは
私たちは、卒業式・入学式等で国旗に向かって起立し、国歌を斉唱・伴奏することを命じる職務命令に従うことが出来ずに懲戒処分された、都立学校の教職員（処分後に退職した元教職員も含む）です。この処分に納得できなかった私たちは、東京都人事委員会に審査請求し、その後、処分取消と損害賠償を求めて裁判所に提訴しました。皆で力を合わせて不当処分を撤回させようと、2004年に「被処分者の会」を結成しました。
「職務命令違反」「処分」と聞いて驚かれた方も多いでしょうが、私たち自身、教員人生の中でこのようなことが起こるとは思ってもいませんでした。その思いがけない事態を引き起こしたのは、2003年10月23日に東京都教育委員会（以下都教委）が出した「入学式、卒業式等における国旗掲揚及び国歌斉唱の実施について」と題する通達と実施指針（以下10.23通達）です。これを境に、都立学校の入学式や卒業式の在り方は一変しました。生徒の人生の節目を祝うはずの式が、国旗に向かって起立し、国歌を斉唱することを一律に強制する、重苦しい儀式に変えられてしまったのです。都立学校の校長は、通達通りの式を実施するために、全教職員に職務命令を出すことになりました。私たちが従えなかったのは、こういう特殊な職務命令なのです。
最初の裁判は2003～04年の被処分者を原告として2007年２月に173名で提訴（一次訴訟）しましたが、処分される教職員が増えるにつれて、二次訴訟（67名で提訴）、三次訴訟（50名で提訴）、四次訴訟（14名で提訴）と、裁判の数は増えていきました。（2018年４月現在、処分された都内公立学校教職員は延べ483名）一次訴訟～三次訴訟は最高裁まで続いた闘いが一部勝訴で終結したため、現在裁判で闘っている原告は四次訴訟の13名です。（他に、人事委員会で闘っている被処分者が延べ27名）一次～三次訴訟の元原告たちも、会員として後続訴訟を支援しています。
